
公表：令和２年12月15日

事業所名：放課後等デイサービスポカラポット 保護者等数（児童数）　37名　　37世帯　　回収数　31世帯　　割合　　83％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

29 1 1

・保護者が面談等で来所
された際は、室内環境に
ついて改めて説明する機
会を設けたり、コロナが落
ち着きイベント等が開催
できるようになれば、多く
の保護者に施設に足を
運んでもらえるよう取り組
んでいきたい

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 28 3

・配置数が適切かどう
かは保護者はわからな
いですが、いつもスタッ
フさんが沢山いらっしゃ
ると思います

・職員の配置数は法定人
員+αで常に子どもの安
全・安心が守られるように
差配している
・専門性については、施
設・個人ともに目標を掲
げて、組織的な研修体制
をこうちくしていく

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

24 2 5

・車椅子や歩行障害があ
る子ども等、様々なケー
スを想定し問題点を抽出
するととともに、安全・安
心の環境面を定期的に
サーベイランスする取り
組みを検討していきます

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画※ⅰが作成されているか

30 1
・いつも細かく計画を立
ててくださるので、親は
うれしいです

・今後も保護者からの情
報や日々の活動記録を
入念に分析し、計画書に
反映していけるようスタッ
フ一丸となって努めてい
きます

5
活動プログラム※ⅱが固定化しないよう工
夫されているか

30 1
・いろんな経験をさせて
もらってます(家ではで
きないようなこと)

・発達の観点、個別の観
点、集団の観点、そして
何より楽しさを勘案しなが
ら、スタッフ一丸となって
取り組んでいきます

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

3 7 8 13

・あまり必要ない？気に
していない
・必ずしも必要なもので
はないと思う

・積極的に交流の機会を
設けてはいませんが、地
域の公園やお店、公共施
設等で自然な交流の機
会が生まれるよう、施設
外活動をたくさん取り入
れています

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

31

アンケート期間：令和2年10月19日～令和2年11月30日
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8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

31

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

29 1 1

・本当にいつも助言をい
ただき助けていただい
ております
・困ったことを少しお話
させてもらうだけで親の
気持ちが落ち着いてと
ても助かります

・今後も定期面談以外に
も、些細なことから気軽に
相談していただけるような
体制を整えていきます

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

8 10 3 10
・開催されていると思う
が行ってないだけ

・今年度はコロナのため
自粛していましたが、来
年度は年間計画にも保
護者同士の連携が適うよ
うな行事・イベント・取り組
みを検討し、情勢が落ち
着いたら開催できるよう
にしていきます

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

26 5

・苦情等の窓口の周知・
説明は契約の際に行って
いるが、年度初めに再度
周知するとともに、サービ
スについてのご意見が出
しやすくなるような仕組み
についても、検討していき
ます

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

30 1

・子供が自分で伝えや
すい環境を作っていた
だいていると感じていま
す

・今後も子どもひとりひと
りのアセスメントに基づき
個別支援を充実させてい
くとともに、保護者のニー
ズに対しても面談等で丁
寧に確認していけるよう
取り組んでいきます

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

24 2 5

・見てないだけ
・写真で楽しんで過ごし
ている様子を知る事が
でき楽しみにしています

・今後も活動中の子ども
の様子を撮影し、保護者
にLINE等を活用して紹介
していきます
・HPに関しては、よりポカ
ラポットについて興味を
持って閲覧してもらえるよ
うな情報発信のツールと
して、運用の改善に着手
していきます

14 個人情報に十分注意しているか 29 1 1

・個人情報の取扱いにつ
いては、改めてスタッフ全
員を対象に、内部研修を
実施していきます
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15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

26 1 4

・LINEを使って常に情報
を知らせてくださるので
見るのを忘れることがな
い

・策定はしているものの
周知・説明が不十分で
あったため、今年度中に
保護者に報告をしていき
たいと考えています

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

16 3 12

・定期的に行ってはいる
が周知が十分ではありま
せんでした。特に当日利
用していない子ども・保護
者に対してはどのように
説明をしていくか、しっか
りと検討をしていきます

17 子どもは通所を楽しみにしているか 31
・いつも楽しみにしてお
ります
・楽しみにしております

・学校でたくさん頑張って
帰ってくる子どもたちが、
少しでもポカラポットを期
待し、少しでもポカラポッ
トでリラックスでき、少しで
も楽しさを満喫してもらえ
るよう、スタッフも子どもと
一緒に楽しみ成長できる
よう精いっぱい支援・運
営に邁進していきます

18 事業所の支援に満足しているか 31 ・満足しております。

・子どもの成長と変化こそ
が自分たちの使命である
ことを常に忘れずに、今
後も「楽しさ」「遊び」をど
う成長と結び付けていく
かを、スタッフが一丸と
なって取り組んでいきま
す

※ⅰ 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関する
アセスメントを通じて、総合的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する
上での留意事項などを記載する計画のこと。放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成する。

※ⅱ 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のこと。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期
休暇の別等に応じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されている。
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